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低分子量 Gタンパク質を介した細胞内シグナルの、細胞骨格および膜輸送制御における役割を明らかにするため、モデル

生物である分裂酵母の関連する低分子量 Gタンパク質の下流因子の探索を行った。様々な条件検討の結果、多数の候補因

子を同定した。 
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